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灯 油 に よ る エ ゾ ノ ギ シ ギ シ 殺 草 試 験

工 藤 孝 夫 ・ 植 村 鉄 矢 ・ 今  孝 三

(秋田県畜産試験場 )
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力が匡盛で根は肥大し,冠部は大きくなり牧草を被圧し,
放牧地では家畜の嗜好性が悪いためますます繁茂する。草

地から良質でかつ高位生産を得る手段として有害雑草の撲

減が重要である。そこでいろいろな方法による防除試験が

行われている
1)。

本試験は灯油散布によリェブノギシギンの葉面に油膜を

形成させ,植物体の光合成阻害およびェネルギー産生機構
の阻害
2)に
よると考えられる殺草効果を調べた。また同時

に牧草に与える影響についても調べた。

方

1 灯油による殺草効果
供試区域はエゾノギシギツの群生地b―区 4rの二区制,
一区当リエアノギシギシ40梶 散布時ェブノギシギシ平均

草丈フ5“ ,散布は手動式小型噴霧器。

試験区縮減および散布量は表 1に示すとおりである。

散布後 5日 日, 7日 目,14日 日,21日 目に地上部植物体

の鶴廉 を行った。また散布後40日 目には根部調査を行った。

表
` 
試験区構成

灯 油散 布量 (Z)

無   処
表  面  散
表 裏 両 面 散

茎 根 本 散

刈 取 後 茎 散

にめじは

験試

(1)

(1)

(1)

(iV)

(V)

試

1 灯油散布がェブノ

050

100

025

025

験  結  果

ギシギシ地上部植物体に与える影

理

布

布

布

布

2 灯油の牧草に与える影響
オーチャード主体ラジノタローパ混播の 2番草,一区 4
アの三区社 一区当リェア′■ンギシ6株,灯油散布量 05
Z全面散布。

法験試

響

灯油敵布後のエゾ′ギシギシ地上部植物体枯死経過につ

いては表2に示すとおりである。

茎の根本散布はまったく粘死効果がなかった。

表 2 灯油散布後のエゾノギシギシ節卜部枯死経過 (株数 )
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― :反応なし  +:茎 葉縁が萎縮状態
柵 :地上部が全くの枯死状態

+:地上部の約半分が粘死状態 冊 :地上部が枯死に近い状態

葉の表面だけに散布した場合,散布3日 後には葉洗葉縁
に萎縮が認められるようになり7日 後にはjL L部植物体が

枯死に近い状態になったが, 21日 後には新たな再生が認め

られた。

葉の表裏両面に散布した場合,散布5日 後には葉先葉縁
に萎縮が認められ, 7日 後には地上部植物体が枯死に近い

状態になった。14日後には地上部がまったくの結死状態に

なった。

2 灯油散布がェゾノギシギシ根部に与える影響
根部の枯死率は表6に示すとおりである。

表面散布,茎の根本散布および刈取 り後の茎散布はいず
れも根部の腐食による枯死は認められなかった。表面散布

の場合,ほ とんどの株が冠部付根上部の半分は腐食してい

たが,残 り半分の冠部付根上部から再生が認められた。
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表裏両面散布の場合は約58う が根上部まで完全に腐食し

て再生が認められなかった。この場合,根上部まで完全に

腐食しているが,根部がまがっている時は根下部付近から

再生しているのが 2株認められた。

表 3 根部調査結果(S52220)

生存株 (り  粘死株C)

られなかったが, ランノタローパでは散布後一時葉の萎縮

が認められたが20日後にはほとんど散布前の状態に回復し

た。

散布20日 後にはェア′ギシギシは葉が落ち茎が折れたが,

根部は冠部付根上部まで腐食していたが再生が認められた。

したがって全面散布で4イ当り05ι量の散布ではまった

く効果がなかった。

ま   と   め

灯油を葉の表面だけに散布した場合は,散布 14日 後には

地上部が枯死に近い状態になったが,新たな再生が認めら

れた。

葉の表裏両面に散布した場合は,14日 後に地上部がまっ

たく粘死状態となり,根部の粘死El■約38チ であった。

採草地 47r当 り05ι 量程度の灯油散布では牧草に与え

る影響はほとんどないが,エ ア′ギシギツに対する枯死効

果もなかった。

灯油のエアノギシギシに対する殺草効果が示唆されたが,

散布量および散布時期による違い,ま た土壌および家畜に

与える影響等の露唐が今後必要である。
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生存株 :再生が認められるもの

粘死株 :根部腐食再生が認められないもの

3 灯油散布が牧草に与える影響

草丈および地上部植物体からみた灯油散布の影響は表 4

に示すとおりである。

表 4 灯油が牧草に与える影響

7月 5日  7月 る日

散布時草丈 20日後草来
散布効果

(aめ    (“ )

オーチャードグラス

ラ ジ ノ クローパ

エ アノ ギシギシ

灯油散布の影響はオーチャードグラスではまったく認め

フ8 まったくなし
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